
01 マルチメソッド シミュレーション ツール 

シミュレーションは難しいものだと考えていませんか？ 

AnyLogicユーザは、ドラッグ・アンド・ドロップで部品を

配置し、接続することで、プログラムの記述無しでモデル

の作成が可能です。これは、お客様がシミュレーションの

専門家でなくとも、目的に応じたモデルを、いち早く生成

できることを意味します。 

AnyLogicは一般的に用いられるシミュレーション・メソッ

ド（方法論）であるシステム・ダイナミックス（SD）、

ディスクリート・イベント(DE)及びエージェント・ベース

（AB）モデリングを、一つのツールでサポートします。

従って、一つのメソッドを使用して、また、時には複数の

メソッドを組み合わせて、経済や社会制度、生産、ロジス

ティクス、ビジネスプロセスや消費行動等々の、様々なモ

ルを素早く作成することが可能です。 

AnyLogicユーザー 
AnyLogicは世界中の多くの企業でご利用いただいておりま 
す。それらの企業においては、プロジェクトを成功させるため 
にはシミュレーション・モデルの構築が大変重要であると考 

えており、シミュレーション技術で、コストと時間を削減し、競 

合他社をリードすることができます。 

 

リスクのない環境 
シミュレーション環境では、ビジネスを改善するために、会社 

を危険にさらすことなく、あらゆるシナリオを試すことが可能 

です。シミュレーションで、どんなシナリオも容易に検査・確認 

ができ、建設計画の設計、生産工程の再設計、倉庫または 
ロジスティクスのネットワークを検証することができます。 

 
3D視覚化 

AnyLogicはモデルの可視化を幅広く手助けするアニメー 
ション・ツールを提供します。ツールはルック・アンド・フィールを 

手軽に調整でき、視覚的な効果を改善できます。 

全てのビジネス・ライフサイクルに対応する、 

AnyLogicシミュレーション・プラットフォーム 



昨今、文献にエージェントベース・モデ

リング(ABM)について、様々な定義を目

にすることができますが、実用化の観点

からすると、エージェント・ベース・モ

デリングは、モデル化するために個々中

心(システムレベルに対立するものとし

て)のアプローチとして定義することがで

きます。モデラーがエージェントベース

モデルを設計する場合、アクティブなエ

ンティティであるエージェント(人々、会

社、プロジェクト、財産、車両、都市、

動物、船、製品など)の振る舞い(ドライ

バ、リアクション、メモリ、ステート等)

を定義し、特定の環境にそれらを配置、

接続を確立し、シミュレーションを実行

します。 その後、グローバル(システム

レベル)な振る舞いは、個々の振る舞いの

相互作用の結果として出現します。 Any-
Logicはエージェントベースの他に、ディ

スクリート・イベントモデリングおよび 

システム・ダイナミックス(SD)にも対応

するので、複数のモデルを効率的に組み

合わせてモデル化することを可能にしま

す。 

０２A エージェントベース  

０２B システムダイナミックス 
システム・ダイナミックス(SD)方法論

は、長期戦略のモデルで良く用いられ、

モデル化されるオブジェクトのハイ・レ

ベルの集合体を仮定します。人々、製

品、イベントや個別のアイテムは、それ

らの数でSDモデルにおいては表記されま

す。したがって、彼らはいかなる個々の

財産、歴史あるいはダイナミックスも失

います。このアブストラクションがあな
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たの問題に適切な場合、SD使用は正しい

手法です。しかしながら、個々詳細が重

要な場合、エージェント・ベースあるい

はディスクリート・イベントメソッドを

使用して、モデルのすべてあるいは一部

を再構築することができます。 

 

02 AnyLogicを使う理由とは？ 

1つのツールで複数のアプローチに対応 

● エージェントベース、システムダイナミックス、及び

ディスクリートモデルをツール内で、任意の組み合わ

せで使用可能。  

● ネイティブ Java 環境、カスタム Java コード、外部

ライブラリ、および外部データ ソース（エクセル、

データベース接続）を含む機能拡張をサポート。  

● 広範囲の統計分布関数のセットを提供。  

● 強力なモンテカルロ シミュレーションおよび最適化

機能のサポート。  

 

シミュレーション結果を素早くアニメーション化 

● AnyLogic のシンプルかつ高度なアニメーション機能

で作成したモデルのJavaアプレットを自動生成。 

 

モデルを任意の場所に配置、実行します 

● 自動生成したJava アプレットをWEB上に発行したり、

e-mailで送付することで簡単に共有が可能。  

● AnyLogic モデルの開発環境から完全に分離し、スタン

ドアロン Java アプリケーションとしてエクスポート

可能。  

開発コストと時間の削減 

● AnyLogic のビジュアルな開発環境は、開発プロセスを

促進します。  

● 敏速にシミュレーションを作成できる、オブジェクト

ライブラリを提供。  

● オブジェクト指向構造を再利用可能。 

● ビジュアルな統合開発環境は、広く使用されている 

IDEsから AnyLogic に簡単に変更可能。  

● 作成したオブジェクトを簡単に再利用可能。 

● AnyLogicのネイティブ Java環境は、ウィンドウズ、

マックおよびLinuxのマルチプラットフォーム（OS）を

サポート。  

 

 



ト、乗り物あるいは通話のような、あるタ

イプのエンティティ上で行なわれているオ

ペレーションのシーケンスとして分析され

ており、プロセス中心（Process-Centric）の

モデリング手法です。エンティティは受動

ですが、それらが扱われる方法に影響する

属性がありえます。又はエンティティがプ

ロセスを通じて変化するかもしれません。

プロセス中心のモデリングは中間より低い

アブストラクションレベル・モデリング・

アプローチです。オブジェクトはそれぞれ

エンティティとして個々にモデル化されま

すが、典型的に、モデル製作者は正確な形

状、加速および減速のような多くの「物理

的なレベル」詳細を無視します。プロセ

ス・セントリックのモデリングは、生産、

ロジスティクスおよびヘルスケア・フィー

ルド他で広く使用されています。 

ディスクリート・イベント・モデリング

は、不連続のイベントを、連続的な実世

界プロセスに近似させる技法です。例え

ば、ポイントA からポイントBまでの列車

の移動は、2つのイベント、すなわち出発

イベント、到着イベントでモデル化され

ます。列車の実際の移動は、出発と到着

のイベント間における時間の遅れ(イン

ターバル)としてモデル化されます。しか

しながら、移動する列車としてモデル化

することができないわけではありませ

ん。実際、AnyLogicで、論理上ディスク

リート・イベントを視覚的に連続的なア

ニメーションとして生成することができ

ます。 

ディスクリート・イベントは、顧客、ド

キュメント、パーツ、データ・パケッ

02C ディスクリート・イベント  

プロセスモデリングライブラリィ 
AnyLogicに含まれる各種ライブラリーは、下記に示す複

雑なディスクリート・イベント・システムをシミュレート

するために使用することができるディスクリート・イベン

ト・シミュレーション・ライブラリーです。 

● 詳細な現場レイアウトを持った製造工程 

● サービス・システム(例えば銀行、空港、病院など) 

● ビジネスプロセス 

● ロジスティクスとサプライ・チェーンのモデル 

歩行者ダイナミックス・ライブラリー 

AnyLogic歩行者ライブラリーは、詳細な歩行者の流れを

シミュレートします。それは、個々のオブジェクトのサイ

ズ、行動の規則、スピード、視覚領域、壁、障害物、階段

及び優先事項などを考慮します。これは、モデル製作者が

03 AnyLogic ライブラリィ 

04 アニメーション（２D,3D) 
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AnyLogicはモデルの可視化を幅広く手助けするアニメー

ション・ツールを提供します。ツールはルック・アンド・

フィールを手軽に調整でき、視覚的な効果を改善できま

す。通常モデルを実行するとAnyLogic 3Dアニメーション

が表示されます。したがって、お客様は3D上でパラメー

ターを変更することによりあたかも実際の画面を見るかの

ようにダイナミックにシミュレーションを体験できます。 

モデル化されているシステムに対する深い洞察力を獲得するこ

とを可能にし、ボトルネックを発見し、隠れた危険な状況を予

測することができます。 

操車場ライブラリィ 

新しい操車場ライブラリィ（RAIL YARD LIBRARY）は、複雑

な大規模車両基地オペレーションを効率的にモデル化し、シ

ミュレートし、視覚

化することを可能に

します。さらに、荷

積み、荷降ろし、資

源配分、メンテナン

ス、ビジネスプロセ

ス等を組み合わせた

シミュレーションが

可能です。 



05 機能詳細比較 
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他のOpen sourceシミュレーション・プロ

グラムとは異なり、AnyLogicは主要な三

つのシミュレーション方法論に一つで対

応するハイ・レベルなアプリケーション

です。AnyLogic社は、教育現場での利用

を目的に、教育ライセンスを廉価で販売

しております。 

教育用ライセンス 

● 部門(Faculty/Department)ライセン

スは、大学の研究室の学生が複数人

でAnyLogicを利用可能です。 

教育のライセンスには2つのオプションが

含まれます。 

①ホーム（自宅）使用権 

学生は自宅でAnyLogicをいつでも使用す

AnyLogicプロフェショナル

は、データベースへの接続

やファイルデータの「読み/

書き」が必要な複雑なアプ

リケーションについては、

スタンド・アロンのシミュレーション・アプリケーション作

成用にランタイム・ライセンスが5ライセンス付属していま

す。コンサルタントはランタイム・ライセンスを使用するこ

とで、Javaアプレットでは表現できないより高度なソリュー

ションをクライアントに提供することができます。 

コンサルタントやモデル開発者にとってAnyLogicの強

力なJavaアプレット自動生成機能は、モデルを視覚的に

表現するためのツールとして大変重要です。作成したモ

デルを簡単なメニュー・コマンドを使用して、Javaアプ

レットとしてエクスポートし、クライアントに配信する

ことができます。これはシミュレーション・ソフトウェ

ア実行環境が無くても、任意のブラウザ中でJAVAアプ

レットとしてモデルを実行することがでることを意味し

ます。従って、ウェブサイトにUPして共有したり、任

意の顧客にe-mailの添付ファイルとして、モデルを配信

することができます。このようにクライアントが容易に

対話することができる実用的なモデルは、あなたのプレ

ゼンテーション・スキルを大幅意向上させる、最良の

セールスマンとなります。 

06 アカデミックライセンス 

08 コンサルタント及びモデル開発者 

07 ビジネス 
また、AnyLogic社及テックサポートマネ

ジメントは、御社ビジネスの発展のため

に、コンサルティングビジネスを提供し

ます 

AnyLogicはアカデミックでの使用のみな

らず実ビジネスに最大限の効力を発しま

す。シミュレーションは、物理的な実験

では全く非現実的な大規模な実験を可能

にします。例えば、実世界で効率をテス

トするために多数の流通機構を構築する

ことができません。実際に、AnyLogic
は、サプライ・チェーン、輸送、医療、

ビジネスロジック等で使用され、多くの

意思決定をサポートします。 
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ることができます。 

②OptQuest 

OptTek社製のシミュレーション・モデル

用の最適化エンジンを使用可能です。 

● 大学研究者用(University Re-
searcher)ライセンス 

教授(教員)が、研究目的で使用する場合

は、このリサーチャーライセンスが必要

となります。研究と教育の目的で使用可

能です。AnyLogicプロフェッショナルと

ほぼ同等の機能を有します。 



発を続けております。AnyLogicは最先端のシミュレーショ

ン・ソフトウェア・プロダクトを提供し、お客様のニーズに

対応したスタンド・アロン・アプリケーションから、大規模

システムの開発サービスを提供します。 

AnyLogic Companyは1992年に設立し、AnyLogic シミュレー

ション・ソフトは2000年に開催されたWinter Simulation Con-
ference で最初に発表されました。AnyLogic Company は、北

米(イリノイ)、ヨーロッパ(パリ)及びロシア(サンクトペテル

ブルグ)にオフィスがあり、世界中に及ぶ代理店ネットワーク

と共に、AnyLogicの販売、サポート及びコンサルティングを提

供し、パワフルで柔軟なAnyLogicシミュレーション・ソフト開

The AnyLogic Company  

 
AnyLogic正規代理店 

テックサポートマネジメント有限会社 
210-0855 
神奈川県川崎市川崎区南渡田町1-1 
京浜ビル2階G05   電話：044-328-7375 
www.anlogic.jp / www.tsminc.co.jp 
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販売元 
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Phone: 630-799-8136**     

Fax: 630-689-7299  
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